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「ＩＣＴ安心・安全２０１０戦略」（仮称）の策定

インフラ整備、利活用促進に続く大きなテーマとして「安心・安全」をとりあげ、利用環境
整備の重点戦略として「ＩＣＴ安心・安全２０１０戦略」（仮称）を策定してはどうか。
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「ＩＣＴ安心・安全２０１０戦略」（仮称）の全体像

優先的に取り組むべき課題として、社会的影響度が高く、対応策が不十分な２０課題を
１０分野の中から抽出し、それらの解決策を利用環境整備の重点戦略として策定。
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１．プライバシーの保護

５．知的財産権への対処

４．違法・有害コンテンツ、
迷惑通信への対応

６．新たな社会規範の定着

２．情報セキュリティの確保

７．情報リテラシーの浸透

３．電子商取引環境の整備

１０．サイバー対応の
制度・慣行の整備

８．地理的ディバイドの克服

９．地球環境や心身の
健康への配慮

ＩＣＴ安心・安全
２０１０戦略

２



優先２０課題に関する工程表のイメージ
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２０課題毎に作成

事業者間連携の推進

研究開発の推進

若年労働者のスキル向上

ＩＴ専門職大学院設立支援

e-ラーニングの推進

人材研修事業の支援

抽出された優先２０課題について、２０１０年までの数値目標を可能な限り明示し、施策の工程表を作成。

【工程表の例】
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ユビキタスネット社会に特有の課題の明確化

「ユビキタスネット社会の実現によって不安や障害が助長・増幅される課題」として回答された中から、
優先２０課題に含まれていないものを吟味し、「ユビキタスネット社会に特有の課題」として明確化。

問６ 無線、有線のネットワークが切れ目なく接続され、“いつでも、どこでも、何でも、誰でも”簡単にネットワークを利用できるようにな
るユビキタスネット社会の実現によって、特に強く、国民や企業における不安、障害が助長・増幅される可能性がある対応課題
を、100の対応課題の中から５つ以内で選んで、下の記入欄に番号をご記入ください。
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18)情報ネットワークの脆弱性

2)金融・決済等にかかわるプライバシー保護

14)不正アクセス

1)公的機関や事業者の保有する個人情報の保護

4)医療分野におけるプライバシーのあり方

20)非PC機器のセキュリティ

12)コンピュータウイルス

23)ネット利用悪質商法の増加

42)デジタル財の著作権の保護

10)電子タグの利用ルール

70)誰でも容易に使えるインターフェースの不足

39)コンテンツの安全性・信頼性への疑問

66)高度なＩＴ人材の不足

9)位置情報の取り扱いルール

3)ウェブサイトを利用した顧客情報の取得

26)電子決済の安全性

67)情報の氾濫

85)新技術の人体への影響

8)生体認証の導入・普及

49)知的財産戦略の不足

72)高度サービスの地域格差

83)エネルギー消費の増加
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6)ホットスポット等における利用者管理のあり方

13)盗聴、通信傍受

16)トラヒックの急増

21)違法な電子商取引の増加

30)電子署名・電子認証の範囲

32)犯罪行為の助長の問題

33)迷惑メール

53)モバイル機器の利用マナー

65)社会性や適応力の低下

88)青少年の発育への影響

5)サービス利用における匿名化技術

15)一般ユーザの情報セキュリティ意識

17)無線インターネットのセキュリティのあり方

25)利用者の知識や経験の不足

28)ネット上の商業活動に関するルールの未整備

45)コンテンツの二次利用の不足

55)ネットを利用した社会活動ルール

71)基礎的サービスの地域格差

90)体内へのハイテク機器の埋め込み

４

※下線付は、「ユビキタスネット社会の実現によって不安や障害が助長・増幅される課題」として回答された
課題のうち、前述の「優先２０課題」に入っていないものを示す。


